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(百万円未満切捨て)

１．2025年７月期第３四半期の業績（2024年８月１日～2025年４月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年７月期第３四半期 5,155 39.4 594 277.9 572 401.6 356 527.2
2024年７月期第３四半期 3,699 △12.2 157 △71.9 114 △77.4 56 △84.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年７月期第３四半期 3.24 ―

2024年７月期第３四半期 0.52 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年７月期第３四半期 2,836 1,101 38.8

2024年７月期 2,366 887 37.5

(参考) 自己資本 2025年７月期第３四半期 1,101 百万円 2024年７月期 887 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年７月期 ― 0.00 ― 1.30 1.30

2025年７月期 ― 0.00 ―
2025年７月期(予想) 1.80 1.80

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

３．2025年７月期の業績予想（2024年８月１日～2025年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,601 32.0 676 143.9 652 177.6 378 151.6 3.43
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年７月期３Ｑ 110,131,200株 2024年７月期 110,131,200株

② 期末自己株式数 2025年７月期３Ｑ 1,008株 2024年７月期 1,008株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年７月期３Ｑ 110,130,192株 2024年７月期３Ｑ 110,130,192株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件および業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、インバウンド需要の回復が進み景気回復の動きが見られる一方、

不安定な国際情勢を背景とする資源価格の高騰や物価高、金融政策の変動等の影響により、依然として不透明な状

況が続いております。

このような環境の中で、当社は、『人や仲間が集まり続け 求められ応え続ける会社』という理念のもと、脱炭

素社会実現への取り組みとして再生可能エネルギー開発への投資やＳＤＧｓに関する企画への参画を行い、中長期

的な事業戦略目標の達成に向け、当期は代理店による顧客獲得のための投資に重点を置いて、事業活動を行ってま

いりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における当社の業績は、売上高は5,155百万円（前期比39.4％増）、営業利

益は594百万円（前期比277.9％増）、経常利益は572百万円（前期比401.6％増）、四半期純利益は356百万円（前

期比527.2％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（エネルギー事業）

エネルギー事業におきましては、売上を継続的に獲得できる基盤作りを目指し、代理店等による顧客獲得を大幅

に強化し、一般家庭を中心に電力及びガスの営業活動を行い契約を獲得することで、契約件数の増加に注力してき

ました。

また、当社独自の燃料費等調整額（電力市場調達コスト及び容量市場に対する安定供給維持管理費を電気代に反

映する仕組み）の導入により日本卸電力取引所の価格高騰に対するリスクヘッジを図り、2024年４月１日より実施

された容量市場への対応を行い、安定的な業績成長と脱炭素社会に向けた取り組みを行ってまいりました。

これらの結果、売上高は5,090百万円（前期比42.1％増）、セグメント利益は885百万円（前期比113.5％増）と

なりました。

（電子機器事業）

電子機器事業におきましては、既存顧客のリースアップに伴うリプレイス販売を中心とした営業活動の結果、売

上高は65百万円（前期比44.5％減）、セグメント利益は22百万円（前期比11.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ469百万円増加し、2,836百万円となりました。主

な要因は、未収入金が121百万円減少したものの、売掛金が489百万円、現金及び預金が139百万円増加したこと等

によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ256百万円増加し、1,734百万円となりました。主

な要因は、短期借入金が200百万円、未払法人税が132百万円増加したこと等によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ213百万円増加し、1,101百万円となりました。

主な要因は、利益剰余金が213百万円増加したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績、及び今後の見通しを検討した結果、2025年３月14日に発表した2025年７月期の通

期業績予想を修正することとなりました。詳細につきましては、本日公表の「2025年7月期通期業績予想の修正及

び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年７月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 566,127 705,400

売掛金 864,457 1,353,673

棚卸資産 5,268 2,839

未収入金 142,458 21,298

その他 16,369 25,864

貸倒引当金 △7,006 △10,964

流動資産合計 1,587,676 2,098,111

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 399,300 378,711

その他 107,008 106,187

有形固定資産合計 506,309 484,898

無形固定資産 7,514 6,603

投資その他の資産

投資有価証券 76,247 57,953

差入保証金 176,060 173,896

その他 14,477 15,213

貸倒引当金 △2,001 △473

投資その他の資産合計 264,783 246,589

固定資産合計 778,607 738,091

資産合計 2,366,283 2,836,202

負債の部

流動負債

買掛金 354,223 318,376

短期借入金 200,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 126,142 95,330

未払法人税等 56,748 189,733

賞与引当金 4,738 7,982

その他 176,781 230,167

流動負債合計 918,635 1,241,590

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 459,817 393,333

固定負債合計 559,817 493,333

負債合計 1,478,453 1,734,924

純資産の部

株主資本

資本金 144,974 144,974

資本剰余金 135,818 135,818

利益剰余金 607,150 820,598

自己株式 △114 △114

株主資本合計 887,829 1,101,277

純資産合計 887,829 1,101,277

負債純資産合計 2,366,283 2,836,202
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年８月１日
至 2024年４月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年８月１日
至 2025年４月30日)

売上高 3,699,729 5,155,760

売上原価 2,702,797 3,544,705

売上総利益 996,931 1,611,055

販売費及び一般管理費 839,616 1,016,619

営業利益 157,314 594,435

営業外収益

受取利息及び配当金 7 333

受取補償金 461 5,058

その他 703 161

営業外収益合計 1,172 5,554

営業外費用

支払利息 4,599 8,032

匿名組合投資損失 39,249 18,294

その他 448 858

営業外費用合計 44,298 27,185

経常利益 114,188 572,804

税引前四半期純利益 114,188 572,804

法人税、住民税及び事業税 33,572 219,150

法人税等調整額 23,753 △2,963

法人税等合計 57,326 216,187

四半期純利益 56,862 356,617
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自 2023年８月１日 至 2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期損益計算
書計上額(注)２エネルギー事業 電子機器事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,581,269 118,459 3,699,729 ― 3,699,729

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,581,269 118,459 3,699,729 ― 3,699,729

セグメント利益 414,895 20,521 435,416 △278,102 157,314

（注）１．セグメント利益の調整額△278,102千円は、主に本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期累計期間（自 2024年８月１日 至 2025年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期損益計算
書計上額(注)２エネルギー事業 電子機器事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,090,032 65,728 5,155,760 ― 5,155,760

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,090,032 65,728 5,155,760 ― 5,155,760

セグメント利益 885,835 22,845 908,680 △314,244 594,435

（注）１．セグメント利益の調整額△314,244千円は、主に本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は、作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
（自 2023年８月１日
至 2024年４月30日)

当第３四半期累計期間
（自 2024年８月１日
至 2025年４月30日)

減価償却費 26,241千円 29,306千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年６月13日

株式会社アースインフィニティ

取締役会 御中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員 公認会計士 稲積 博則

指定社員
業務執行社員 公認会計士 廣田 拓爾

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アースインフィニティの 2024年８月

１日から 2025 年７月 31 日までの第 24 期事業年度の第３四半期会計期間（2025 年２月１日から2025年４月 30

日まで）及び第３四半期累計期間（2024 年８月１日から 2025 年４月 30 日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手し

たと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤

謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用

することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当

該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する

会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又

は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい

る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について

報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


